
26年 1月 25日

已会関西支部 世話人 福竹泰彦(M43)

く 実 施 時 jlR> 平成 25年 10月 18日 (金 )～ 22日 (火 )(ホ テル 3泊  帰 り機 内 1泊 )

く行   先 > クアラル ンプール (マ レー シア首都 )と マラッカ (世 界遺産苦都 )

く 気   候 > 10月 の気候 は 最高気温 32℃  最低気温 23℃  雨天 16日 /月

く 航 空 会 社 >

く宿泊 ホテル >

く F~4要 時 間 >

く日   程 >

18日

19目

マ レー シア航空

パークロイヤル・クアラル ンプール

*内 装がスタイ リッシュ *最 終 日 (4日 日)チ ェックアウ ト15:00

*国 内最大規模の ショッピングセ ンター プキ ッ・ ビンタン通 りまで徒歩圏内

*JTBグ アラル ンプールアジアンデスクの近 く

往 :6時 間 40分 復 :6時 間 30分   時差→1時 間遅 れ *下 線部分 は現地峙閥

(金 )11:00関 空発→ 16:40ク アラル ンプール着→ 19,00ホ テルFll着 →20:00」夕回
(■ )市 内 1日 観光 工官→国立口教寺院→独立記念広場 → KLタ ワー→

団
13:00～ 自由行動 (企画中 )

マ レー料理 とマ レー シア民族舞踊鑑賞→21:30ホ テル着

20日 (日 )世 界遺産古都マラッカ 1日 観光

往復 280k m/約 5時 間 (往復マ レー鉄道 に片道 2時間 15分乗車 )

□ 名物 ニ ョニ ャ料理 → 18:30～ スチームポー ト→20:00ホ テル着

21日 (月 )オ プションツアー 09:00～ 12:00バ ツー洞窟→ロイヤルセラゴー ンエ場

〈錫製品)→ バテイックエ房 →         →13:00～ 自由行動

(15:00チ ェックアウ ト)→ 20:00ホ テル より空港へ出発→

23:45ク ワラルンプール発

22日 (火 )07:15関 空着 解散  お疲れ様 !

く交流会 >   現地在住の姫路西高同窓 と懇談。

く 費   用 > 約 16万 円 (全部食事付・オプションツアー付 )十 海外旅行保険 8,180円 (― 例 )

く コ メ ン ト> 何度 も訪 れたぃ新 旧の文化が混在 し調わす るクアラル ンプール(Kuo o Lumpur)。

クアラルンプール とはマ レー語で「泥の川の合流地」 とぃ う意味。 19世 紀の半ばに、錫鉱山

が発見 されて、錫の妹撼集積の拠点、幸僑の街、イギ リスのマ レー植 民地政策のIPヽ 地 として

発展 を始めた。独立後 はマ レーシアの首都 として政治、経済成長の中極 を占めてきた。縮 めて

KL〈 ケイエル)と 呻ばれることが多い。 1896年、 イギ リスの植 民地政策によって、ベラ、

ネグ リ・セ ビラン、パハ ン州 とともに、セランゴールリ11を マ レー逹す|に統合 し、クアラル ンプ

ールがその首都 に決定。 1957年 マラヤ逹す|が イギ リスか ら独立、 1963年 にはマ レー シア逹チ

`が誕生、 クアラルンプールは首都 として国の政治 行政 経済の中だ となった。マ レー シア 4

代 ロマハテイール ビン・モハマ ド首相 (1981～ 2003)は ル ックイース ト政策で有名。現首相

ナジプ ラザクは 6代 日 (2009～ )。 マ レー シア人口は 2,746万 人 (マ レー系 65%・ 中国系 25%・

イン ド系 8%・ その他 2%)、 面積 は日本の 09倍。シンガポールの独立は 1965年、人口は 508

万人 〈幸人系 75%・ マ レー系 14% イン ド系 9%・ その他 2%)、 面積 は東京 23区 とはぼ同 じ。

く参加者 > 9名 ⇒M43鳥 居太始え M43堀 内満 M43福 竹泰彦 M45掛口健二 M45土居俊一

‖46松永純二  ‖58筒 丼真作 筒丼春子 廣部順子  ←ご家族

平 成

く世話人 > M43福竹泰彦


